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建設予定地周辺自治会説明会要旨 

１ 説 明 会 新しい一般廃棄物処理施設の整備に関する建設予定地周辺自治会説明会 

（第10回） 

２ 開催日時 令和７年１月31日（金）午前６時30分から午後７時30分まで 

３ 開催場所 弥栄市民センター平沢分館 

４ 参 加 者 18人（傍聴者は、組合議会議員２名、一関市議会議員１人） 

５ 事 務 局 

佐藤正幸事務局長、吉田健次長兼総務管理課長、菊池弘総務管理課施設整備係長、 

櫻田亮介主任主事、日下尚也主事 

鈴木竜也主任主査、小野寺裕生主任主査 

株式会社千葉建設３名 

株式会社平野組３名 

６ 説  明 

⑴ 新しい一般廃棄物処理施設等整備のスケジュールについて 

⑵ 敷地造成工事の概要について 

７ 説明内容 

⑴ 施設整備の今後の進め方について 

⑵ スケジュールについて 

８ 質疑応答  

参加者 最近イノシシが堤
つつみ

の方から出てくる。その対策として組合で対応していただけ

るのか。この内容については以前に組合に申出をしていた。 

    川沿いの雑木を伐採してもらい、イノシシが出ないようにしてもらいたい。 

事務局 今回行った立木伐採は、造成工事を行う範囲としている。今後、造成工事を進め

ていく中で環境影響評価の内容を確認し判断する。 

参加者 以前、国道284号の工事の際に残土置場が平沢霊園の手前にあったが、運搬用の

トラックが、往復する一ノ沢バス停留所の付近と大堤のごみステーションの向い辺

りで、道路の路肩を壊していたことがあった。 

    市に連絡し、補修対応してもらっていたが、まだ平沢霊園の看板がある辺りの舗

装が補修されていない。そういうずさんなことをしないようにお願いしたい。 

参加者 以前、平沢停留所への歩道の設置の要望があることを説明会でも話されていたと

思う。 



2 

    歩道そのものの設置となると歩道の規格があるため難しいと思うが、ガードレー

ルの外側に人が通れる位のスペースを今回の施設整備に関連して設置できないか。 

事務局 国道284号は県の管理になるため、市から県に歩道または歩道スペースの設置を

要望している。 

参加者 要望に対しては、いつまでにできるのかスケジュールをはっきりし、うやむやに

ならないようにしてほしい。結果についても知らせてほしい。 

参加者 造成工事の図面を見ると防災調整池が設置されるようである。 

以前の説明ではごみ処理で使った水は外には流さないということであったが、防

災調整池に貯めて放流するのか。また池には屋根をかけるのか。 

事務局 お話のとおりごみ処理に使った水は循環再利用としており、外には出さない。 

    防災調整池は、敷地内に降った雨水や施設の浄化槽などから出る生活排水を一旦

貯め、河川の流量に影響を及ぼさないように一定量で放流できるように調整するも

のである。 

    またそういった用途であるため屋根をかける計画とはしていないところである。 

９ 担 当 課 総務管理課 


